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ゲルマン語動詞系列第７類の起源に関する一考察
─トカラ語との比較において─

齋藤　治之

Ⅰ．序論

　ゲルマン語の動詞強変化（starke Konjugation,→ starke Verben）においては、

パターン化された母音交替（Ablaut）に基づく母音交替の系列（Ablautreihe）

が見られ、強変化動詞は語根の音韻的環境の違いにより I類から VII類の７系

列に分類される（不定詞、単数過去、複数過去、過去分詞の順およびカッコ内

左はゴート語、右は古高ドイツ語）：

I. CeiC-（CeiC-, CīC-）：CoiC- （CaiC-, CeiC-） : CiC- : CiC- （got. greipan, ahd. 

grîfan （nhd.greifen） : graip, greif : gripum, griffum : gripans, gigriffan）

II. CeuC- （CiuC-, CioC-） : CouC- （CauC-, CouC-） : CuC- : CuC- （got. biudan 

（nd. bieten）, ahd. biogan （nhd. biegen） : bauþ, boug : budum, bugum : budans, 

gibogan）

III. CeRC- （Ci/eRC-, Ci/eRC-） : CoRC- （CaRC-） : CuRC- （Cu/oRC-, CuRC-） : 

CuRC- （Cu/oRC-, CuRC-） （got. waírpan, ahd. werfan （nhd. werfen） : warp, 

warf : waúrpum, wurfum : waúrpans, giworfan）

IV. CeR- （Ci/eR-, CeR-） : CoR- （CaR-） : CēR- （CāR-） : CuR- （got. niman, ahd. 

neman （nhd. nehmen） : nam, nam : nêmum, nâmum : numans, ginoman）

V. CeC- （CiC-, CeC-） : CoC- （CaC-）: CēC- （CēC-, CāC-） : CeC- （CiC-, CeC-） 

（got. giban, ahd. geban （geben） : gaf, gab : gêbum, gâbum : gibans, gigeban）

VI. CoR- （CaR-）: CōR- （CuoR-）: CōR- （CōR-, CuoR-） : CoR- （CaR-） （got. 
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slahan （nhd. schlagen）, ahd. faran （nhd. fahren） : slôh, fuor : slôhum, fuorum : 

slahans, gifaran）

VII. Coi/ou/o/eh1C- （CeiC-） : CēC- （CiaC-） : CēC- （CiaC-） : CoiC- （CeiC-） （got. 

haitan, ahd. heizan （nhd. heißen） : haíhait, hiaz : haíhaitum, hiazum : haitans, 

giheizan） 

　上記の表の中で I類から III類の３系列は語根が -e-階梯（不定詞）で CeiC-, 

CeuC-, CeRC-、-o-階梯（過去単数）で CoiC-, CouC-, CoRC-、ゼロ階梯（過去複数、

過去分詞）で CiC-, CuC-, CRC-となり、それぞれゲルマン祖語の CīC-, CeuC-, 

CeRC-; CaiC-, CauC-, CaRC-; CiC-, CuC-, CuRC-を通じてゲルマン諸語へと至っ

ている。このように規則的な語根母音の交代による動詞カテゴリーの形成は他

のインド・ヨーロッパ語においても観察される。その代表の一つとして中央ア

ジアで８世紀頃まで使用されていたトカラ語を挙げることができる。この言語

では“現在─接続法─過去─過去分詞”が同じ語根に基づく系列（Averbo）を

形成し、その系列は各動詞カテゴリーの連結方法に基づいて下記（４節）の

表のように多くのグループに分類される。その中でゲルマン語の I類から III

類の系列に対応するのが CeiC-, CeuC-, CeRC-という音韻構造を有する語根の

動詞カテゴリー系列（Averbo）である。例えば B lip “übrigbleiben”, B tsu “sich 

fügen”, B märs “vergessen” のような Ce（i/u/R）C-という音韻構造を有する語根

がそれぞれ lipetär/tswetär/märsetär（現在 III類）─ lipātär/mārsaṃ（接続法 V類）

─ lipa/tsuwa/märsāre（過去 I類）─ lipau/tswau/märsau（過去分詞 I類）という

具合に現在 III類─接続法 V類─過去 I類─過去分詞 I類という系列を示し、

lipa/tsuwa/märsāre（過去 I類）および lipau/tswau/märsau（過去分詞 I類）はゲ

ルマン語の I類から III類と同様に Ci/u/RC-というゼロ階梯を示している。ゲ

ルマン語の場合、過去複数、過去分詞のゼロ階梯語幹はインド・ヨーロッパ祖
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語の完了（Perfekt）語幹に遡ると考えることも可能であるが、完了（Perfekt）

とアオリスト（Aorist）が融合して出来た過去（Präteritum）語幹と捉えること

もできる。ゲルマン語では以下のように過去複数１人称で完了とアオリストが

同じ形となることから融合が生じたと考えられている 1：

*leit- “（weg）gehen”

Sg.1.  *laiþ（a）  < *（le-）loith2a	 Pl. 1. *liðume < *（le-）litṃe / *litṃe

　 2.  *laist（a）  < *（le-）loitth2a	 　 2. *liðude ← *（le-）litte

　 3.  *laiþ（e）  < *（le-）loite	 　 3. *liðun < *litṇt

（太字はアオリスト形）

　ゲルマン語の強変化動詞は第６類、第７類以外はすべて不定詞（＝現在語幹）

が -e-階梯を示すが、不定詞の語幹母音が -o-階梯でテーマ母音 -e-/-o-を示す

動詞のクラスはゲルマン語強変化第７類とトカラ語に共通する特徴である。本

稿はこれら両語派に共通する動詞形式の起源を探ることを目指している。

２.　トカラ語における現在語幹と現在第３類・４類の特異性

　トカラ語においても上述のインド・ヨーロッパ祖語のアオリストと完了の過

去への融合により時制の語幹は現在、過去の２語幹に簡略化されている。現在

語幹および過去語幹には以下の類が存在する：

１）現在語幹：現在形（Präsens）は次の 12のタイプに分類される

　1. Prs.I：テーマ母音によらない現在形：（Sg.3 A pälkäs, B palkäm <*bhleg-）

　2. Prs.II：テーマ母音による現在形：（Sg.3 A ākeñc （3.Pl.）, B āsäm <*h2eg-e/ o-）

　3. Prs.III：e(a)現在形：（Sg.3 A wikatär, B wiketär <*uig-o-）

　4. Prs.IV：o(a)現在形：（Sg.3 A aratär, B orotär < urtoch. *ār-æ- <= *h2orH-o-）

　5. Prs.V：ā 現在形：（Sg.3 A swās, B suwam <* giuh2-）
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　6. Prs.VI：nā 現在形：（Sg.3 A pällāntär （3.Pl.Med.）, B pällātär < urtoch. *päl-

nā-tär <*(s)pl-n-H-）

　7. Prs.VII：n現在形：（B kättankäm <*dhguh-n-h2-, A kätkanam （Prs.VI））

　8. Prs.VIII：s現在形：（Sg.3 A aräs, B ersäm <*h3er-se/o-）

　9. Prs.IX：sk現在形：（Sg.3 B wāskässäm <*u(a)gh-sḱe/o-）

　10. Prs.X：näsk現在形：（Sg.3 tämnästär, B tänmastär <urtoch. *täm-näsk-）

　11. Prs.XI：säsk現在形：（Sg.3 A oksisam, B auksässäm < urtoch. *āuk-säsk-）

　12. Prs.XII：ññ現在形：（Sg.3 B mäntam, mäntaññem （3.Pl.） <*mnt-ṇh2-io-）

　トカラ語の現在語幹の中で第３類・４類は態および語幹の形成に関して他の

類とは大きく異なっている。態についてはこれらの類には中動態しか存在せ

ず、また語幹については語幹形成母音がすべて -o-を示している。これら二つ

の類の形とインド・ヨーロッパ祖語の推定形を挙げると以下のようになる：

第３類

AB mäsk　“在る、存在する”（< proto.toch. *mänskœ- < ide. *mṇsḱ-o-）

中動態のみ

B A

単 1 mäskemar　複 1 mäskemt（t）är 単 1 mäskamār　複 1 mäskamtär

　 2 mäsketar　　 2 mäsketär 　 2 mäskatār　　 2 mäskacär

　 3 mäsketär　　 3 mäskentär 　 3 mäskatär　　 3 mäskantär

B A

単 1 mäskemar （< *mänskœ-mārä < *mṇsḱ-o-mh2（e）r） mäskamār （=B）

　 2 mäsketar （< *mänskœ-tārä < *mṇsḱ-o-th2er）	 mäskatār （=B）

　 3 mäsketär （< *mänskœ-tärä < *mṇsḱ-o-tṛ）	 mäskatär （=B）
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複 1 mäskemt（t）är （< *mänskœ-mätär < *mṇsḱ-o-medhh1ṛ）	 mäskamtär （=B）

　 2 mäsketär （≦ *mänskœ-t’ärä < *mṇsḱ-o-dher）	 mäskacär （=B）

　 3 mäskentär （< *mänskœ-ntärä < *mṇsḱ-o-ntṛ）	 mäskantär （=B）

　（cf. Essivtheorie: *mṇsḱ-h1ḭe/o-mh2r/ -th2r/ -tṛ）

第４類

AB yāt　“出来る” （< pr.toch. *yātœ- ≦ < ide. *ḭot-o-）

中動態のみ

B A

単 1 yotomar　複 1 yotomt（t）är 単 1 yatmār　複 1 yatamtär

　 2 yototar　　 2 yototär 　 2 yattār　　 2 yatacär

　 3 yototär　　 3 yotontär 　 3 yatatär　　 3 yatantär

B

単 1 yotomar （< *yātœ-mārä ≦ *ḭot-o-mh2（e）r）

　 2 yototar （< *yātœ-tārä ≦ *ḭot-o-th2er）

　 3 yototär （< *yātœ-tärä ≦ *ḭot-o-tṛ）

複 1 yotomt（t）är （< *yātœ-mätär ≦ *ḭot-o-medhh1ṛ）

　 2 yototär （≦ *yātœ-t’ärä ≦ *ḭot-o-dher）

　 3 yotontär （< *yātœ-ntärä ≦ *ḭot-o-ntṛ）

A

単 1 yatmār （< *yata-mār < *yātœ-mārä ≦ *ḭot-o-mh2（e）r）
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　 2 yattār （< *yata-tār < *yātœ-tārä ≦ *ḭot-o-th2er）

　 3 yatatär （< *yātœ-tärä ≦ *ḭot-o-tṛ）

複 1 yatamtär （< *yātœ-mätär ≦ *ḭot-o-medhh1ṛ）

　 2 yatacär （≦ *yātœ-t’ärä ≦ *ḭot-o-dher）

　 3 yatantär （< *yātœ-ntärä ≦ *ḭot-o-ntṛ）

　（*-ā-œ- > B -o-o-, A-a-a-, cf. Essivtheorie2: *ḭot-h1ḭe/o-mh2（e）r/ -th2er/ -tṛ）

　すでに述べたように、現在第３類、第４類は中動態に限定され、語幹形成母

音はすべて -o-である。語幹の母音階梯はそれぞれゼロ階梯と -o-階梯である。

前者の場合は現在形は音韻法則に従って求めることができるが、後者第４類の

場合は規則通りに発展した場合、トカラ語 Bの単数形を例に取ると、下記の

ように実際に現れる形を導くことは困難である（不等号の下のイコールは非規

則的発展を示す）：

B

単 1 yotomar （< *yātœ-mārä ≦ *yœtœ-mārä < *ḭot-o-mh2（e）r）

　 2 yototar （< *yātœ-tārä ≦ *yœtœ-tārä < *ḭot-o-th2er）

　 3 yototär （< *yātœ-tärä ≦ *yœtœ-tärä < *ḭot-o-tṛ）

　つまり、現在形を導くには *yātœ-mārä ≦ *yœtœ-māräという具合に、トカ

ラ祖語において現在語幹には本来属さない -ā-という母音を設定しなければな

らない。その場合 -ā-は過去あるいは接続法語幹 *yātā- < *ḭot-H-に由来すると

考えられる。
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３. トカラ語における過去語幹

１）過去語幹：過去形（Präteritum）には次の 6種類が存在する

　1. Prt.I（過去第 1類）（AB kärs “wissen” - Prt.Sg.3 A śärs, B śarsa “wusste” 

    <*(s)kers-（語根アオリスト））

Toch.A	 Toch.B

Sg.1 śärsā <*(s)kers-	 Pl.1 krasamäs <*(s)kros-	 Sg.1 śärsāwa	 Pl.1 śärsām 

　2 śärsāst	 2 krasas	 2 śärsāsta	 2 śärsās

　3 śärs	 3 krasar	 3 śarsa	 3 śärsāre

2. Prt.II（過去第 2類）（AB kärs “wissen” - Prt.Sg.3 A śaśärs “ließ wissen” ≦ ske-

skers-, B śārsa <*skērs あるいは *ske-skors-）3

3. Prt.III（過去第 3類）（A prak, B prek “fragen” - Prt.Sg.3 A prakäs, B preksa “fragte” 

<*prē/oḱ-s- （sアオリストおよび完了））

Toch.A	 Toch.B

Sg.1 prakwā <*prē/oḱ-s-	 Pl.1 prakmäs	 Sg.1 prekwa <*prē/oḱ-s-	 Pl.1 prekam

　2 prakäst	 2 *prakäs	 2 prekasta	 2 *prekas

　3 prakäs	 3 prakär	 3 preksa	 3 prekar

4. Prt.IV（過去第 4 類）（A winās, B wināsk “verehren” - Prt.Sg.3 A wināsā-m, B 

wināssa “verehrte”）

5. Prt.V（過去第 5類）（AB we “sagen” - Prt.Sg.3 AB weñā “sagte”）

6. Prt.VI（過去 6類）（B käm “kommen” - Prt.Sg.3 B śem “kam”, B länt “hinausgehen” 
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- Prt.Sg.3 B lac “ging hinaus”）

4. トカラ語における動詞系列（Averbo）4

動詞系列とは同一語根から形成される〈現在形－接続法形－過去形－過去分詞〉

の系列を指す。以下の図において中心的位置を占める接続法形と現在・過去・

過去分詞形の対応は次のように様々である：

Konj.I B cesäm （Prs.II） - tekäm （Konj.I） - teksa （Prt.III） - tetekor （P.P.III 

（Subst.））

 B ersam （Prs.VIII） - ertär （Konj.I） - ersate （Prt.III） - eru （P.P.III）

 B enkastär （Prs.IX） - entär （Konj.I） - ensate （Prt.III） - enku （P.P.III）

Konj.II B klyausäm （Prs.II） - klyausäm - （Konj.II） - klyausa （Prt.I） - keklyausu 

（P.P.I）

 B triksäm （Prs.VIIIb） - trisäm （Konj.II） - traiksa （Prt.III） - tetriku 

（P.P.III）

Konj.V5 B triketär （Prs.III） - trikalñe （Konj.V （Subst.）） - trika （Prt.I） - trikau 

（P.P.I）

 B korpotär （Prs.IV） - kārpam （Konj.V） - karpāsta （Prt.I） - kakārpau （Prt.

I）

 B kärsanatär （Prs.VI） - kārsam （Konj.V） - sarsa （Prt.I） - kärsau （P.P.I）

Konj.VI B kälpāskau （Prs.IX） - kallam （< *kalnam）（Konj.VI） - kalpa （Prt.I） - 

kälpau （P.P.I）

Konj.VII B wessäm （Prs.IX） - weñau, wem （Konj.VII） - weña （Prt.V） - weweñu  

（P.P.V）
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Konj.IX　B sarsässäm （Prs.IX） - sarsässi （Opt.（< Konj.IX）） - sārsa （Prt.II） - ses-

sarsu （P.P.II）

Prs.I 　II 　III 　IV 　V 　VI 　VII 　VIII 　IX 　X 　XI 　XII

athem.	 them.	 e(a)	 o(a)	 ā	 nā	 n	 s	 sk	 näsk	 säsk	 ññ

 GK GK GK K

 （ä,i,u） （ā,e,o）

 Konj.I II III IV V VI VII IX X XI XII

 （o-Stufe） （i-Opt.） （o-Stufe）

Prt. I III II IV V

P.P. I III II IV V

 （G: Grundverb, K: Kausativ）

　上記の図が示すように、現在形、接続法形、過去形、過去分詞形の対応の中、

現在第３・４・５・６・７類─接続法第５類─過去第１類─過去分詞第１類と

いう系列がこの系列に属する動詞数の観点から他の系列に比べ優位に立ってい

る。
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　この中で、本稿第２節で述べた現在第４類と接続法第５類、過去第１類の系

列は矢印の向きが下から上に向かっていることが分かるが、それはすでに述べ

たように現在形を導くには *yātœ-mārä ≦ *yœtœ-māräという具合に、トカラ

祖語において現在語幹には本来属さない -ā-という母音を設定しなければなら

ず、その場合 -ā-は過去あるいは接続法語幹 *yātā- < *ḭot-H-に由来すると考え

られるからである。

５.　ゲルマン語における動詞系列（Averbo）と現在７類の起源

　ゲルマン語の動詞系列は第１類から第７類まで存在し、本論第１節でその

特徴として不定詞の語根の形がそれぞれ 1. CeiC-, 2. CeuC-, 3. CeRC-, 4. CeR-, 5. 

CeC-, 6. CoR-, 7. Coi/ou/o/eh1-C-という構造を示すことを指摘した。その際第１

類から第３類までの過去形と過去分詞形の CiC - – CiC-（第１類）, CuC - – CuC-

（第２類）, CṚC- – CṚC-（第３類）という構造はトカラ語の過去第１類 Iaの過

去形C(R)(i/u/Ṛ)(C)(H)- （> urtoch. C(R)(i/u/äR)(C)ā-）および過去分詞形C(R)(i/u/R)

(C)(H)- （> urtoch. C(R)(i/u/äR)(C)ā-）と全く同じであることがわかる。

　ゲルマン語の第１・２・３類の起源も従って C(R)e(i/u/R)(C)-という構造を

持つアオリスト語根であることが推測され、それらの語根の一つとしてインド・

ヨーロッパ祖語の *bheid “spalten”のようなアオリスト語根が挙げられる。この

語根からはゴート語の beitan “beißen”（< urgerm. *beit-）のような第１類の動詞

が造られている。このようにしてゲルマン語ではトカラ語と同様に第１・２・

３類に関して C(R)e(i/u/R)(C)- – C(R)o(i/u/R)(C)- – C(R)(i/u/Ṛ)(C)- – C(R)(i/u/Ṛ)(C)-

というパターンが成立し、後に現在語根でも音韻的にこのパターンに適合すれ

ば第１・２・３・類の動詞系列を形成したと考えられる 6（例：got. biugan （< 

*bheugh-）– baug – bugum – (ga)bugans）。不定詞において e階梯を示す第４・５

類においてもそれぞれ CeR-,CeC-という音韻構造を持つアオリスト語根によっ
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てそれぞれ C(R)eR- – C(R)oR- –C(R)ēR- – C(R)R- （> C(R)uṚ-）（例：got. qiman （< 

*guem-e/o-） – qam – qēmum –qumans）および C(R)eC- – C(R)oC- – C(R)ēC- – C(R)

eC-（例：got. saiƕan （< *seku-e/o-） – saƕ – sēƕum – saiƕans）というパターンが

成立し、第１・２・３類と同様に同じ音韻構造を持つ現在語根にも及んだと考

えられる（例：got. wisan （< *h2ues-e/o-）– was – wēsum – gawisans）。

　本稿が扱っている現在第７類についてはトカラ語過去 Ib2の C(R)ā(i/u/R)

(C)ā- （< C(R)o(i/u/R)(C)-H- ）（Prt.Ib2） - Cā-C(R)ā(i/u/R)(C)ā- （< Co-C(R)o(i/u/R)

(C)-H- （P.P.Ib2）のような -o-階梯の現れる系列との比較が可能である。具体

例を挙げると次のようになる：

*ḱoid-e- : ḱe-ḱoid-e- > got. haitan : haihait, ahd. heizan (nhd. heißen) : hiaz

*stoud-e- : *ste-stoud-e- > got. stautan : staistaut-, ahd. stozan (nhd. stoßen) : stiaz

*koldh-e- : *ke-koldh-e- > got. haldan : haihald, ahd. haltan (nhd. halten) : hialt

*leh1d-e- : *le-loh1d-e- > got. letan. lailot, ahd. latan (nhd. lassen) : liaz

　このように、第７類の不定詞語幹（＝現在語幹）は第１類から第５類の語幹

母音 -e-とは異なり -o-階梯を示しているが、それはすでにトカラ語の現在第

４類で述べたように他の時制・法の語幹、ゲルマン語では完了語幹に由来する

と考えることが可能である 7。

　ゲルマン語の動詞系列をトカラ語のそれと比較すれば次のような図式が考え

られるであろう：
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印欧祖語：athem. -e-/-o-them. -o-them. -o-them. athem. n-Suffix s-Suffix sk-Suffix

トカラ語： Prs.I II III IV V VI VIII IX

 ゲルマン語：　them.　them.　them.（Prs.VII）.　them.　-nan（弱）　them.（Prs.II

 -ē-（弱） -ē-（弱） （CeuC-s-）,

 Prs.III（Cen-s--）,

 Prs.V（Ce-sk-）,

 Prs.VI（CaC-s-）,

 Prs.VII（CRē-s-）,

 -ō-（弱）

（z.B. toch. I A pälkäs < *bhḷg-; toch. II B paräm （< *bher-e-） = germ. *beran （> 

got. bairan）; toch. III B lipetär （< lip-o-） （vgl. germ. *libēn （> got. liban））; toch. IV 

B korpotär （< *kuorpH-o-） （vgl. germ. *hwerban （> got. ƕairban）, ahd. harēn （< 

*kos-oi）; toch. V B suwam = germ. *keuwan （> ahd. kiuwan）; toch. VI B pällātär （vgl. 

got. ga-wak-nan, us-bruk-nan）; toch. VIII B ersäm （vgl. germ. *leusan（<*leuH-s-） 

（= gor. -liusan （vgl. toch. B lyewetär））; germ. *ten-s- （> got. -þinsan）; germ. *þre-sk- 

（> got. þriskan, vgl. aisl. þryskva （< *treskōn））; toch. B auksitsi < （*h2(e)uk-s-ie-） = 

germ. *wah-s-jan- （> got. wahsjan）; germ. *blē-s- （> got. -blēsan））

６.　おわりに

　ゲルマン語において語根の音韻構造が動詞系列の成立にいかに重要な役割を

担ったかは A lyalyänku （P.P.II） （< *lelenk-）: lalänku （P.P.III）（< *lelṇk-）のよう

なトカラ語の過去分詞の対と比較すれば明らかである 9。トカラ語に対しゲル
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マン語では *lenkのような CeRCという音韻構造を持った語根は第３類以外に

所属することは不可能である。それに対して、トカラ語では《非継続的・完了的》

な Aktionsartを有する語根から過去第１類（語根アオリスト）、また《継続的・

未完了的》な Aktionsartを有する語根から過去第３類（sアオリスト）が造ら

れる点において、語根の音韻構造ではなく語根が有する Aktionsartが動詞組織

の形成に一義的に結びついたサンスクリット語およびギリシア語と共通点を示

すが 10、他方、語根（特にトカラ祖語において新しく成立した -tk, -skで終わる

語根）の音韻構造は動詞過去形の類の所属に関して大きな役割を演じている。

この点においてトカラ語の動詞組織の発展段階はサンスクリット語・ギリシア

語とゲルマン語の中間段階にあり、従ってゲルマン語のそれはインド・ヨーロッ

パ語において最も新しい姿を示していると考えられる。

　ゲルマン語現在７類に関しては、現代ドイツ語を例に取ると、heißen – hieß 

– geheißenは beißen – biss – gebissenと比べ過去・過去分詞が長母音を示す点に

おいて異なっているが、この違いは後者がインド・ヨーロッパ祖語の ei – i – i

という規則的な母音交代に基づいているのに対し、前者は oi← oi – oiのよう

に不定詞（＝現在語幹）が過去語幹の母音に基づくことに由来している。この

ことは stoßen – stiieß – gestoßenのような ou← ou – ouあるいは halten – hielt – 

gehaltenのような o← o – oという母音交代に基づく第７類の動詞にも当ては

まるが、lassen – ließ – gelassenのような語幹の母音が eh1に遡る動詞はその音

韻構造が強変化第１類から第６類までの動詞には適合しないために第７類に帰

属せざるを得なくなり、その結果類推により lassen – ließ – gelassenのような動

詞系列（Averbo）が成立したと考えられる。これは上述したようにトカラ語に

おいても -tk, -skで終わる語根の音韻構造が動詞過去形の類の所属に大きく関

与していることと同様の現象であると言える。
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